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非
社
会
人
で
は
経
済
的
に
厳
し
い

博
士
課
程
へ
の
進
学

　

１
９
９
１
年
11
月
、
大
学
審
議
会

よ
り
「
大
学
院
の
量
的
整
備
に
つ
い

て
」
と
い
う
答
申
が
出
さ
れ
、
大
学

院
の
量
的
拡
大
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

科
学
技
術
立
国
や
高
度
知
識
基
盤
社

会
の
到
来
を
考
え
れ
ば
、
修
士
や
博

士
な
ど
の
人
材
の
量
的
拡
大
が
必
要

な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
博
士
号
を
取
得
し
て
も
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
職
業
に
つ
け
な

い
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
問
題
が
当
時

か
ら
指
摘
さ
れ
、
そ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
新
博
士
を
任
期
付
研
究
員

と
す
る
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー（
以
下「
ポ

ス
ド
ク
」）
10
万
人
計
画
も
実
施
さ

れ
た
が
、
ポ
ス
ド
ク
の
増
加
に
対
し

て
研
究
職
な
ど
の
道
は
狭
く
、
今
度

は
ポ
ス
ド
ク
問
題
が
顕
在
化
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
高
学
歴
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
問
題
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省

は
２
０
０
９
年
に
全
国
の
国
立
大
学

に
博
士
課
程
の
定
員
削
減
を
求
め
る

通
達
を
送
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
学
院

の
量
的
拡
大
の
転
換
を
は
か
っ
た
わ

け
だ
が
、
実
際
に
は
、
博
士
課
程
進

学
者
は
、
２
０
０
３
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
て
い
た
。
就
職
難
に
加

え
て
、
学
費
や
生
活
費
の
負
担
が
心

理
的
な
重
圧
に
な
り
、
敬
遠
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

理
工
系
で
は
も
と
も
と
大
学
院
進

学
率
が
高
く
、
高
校
の
進
路
選
択
で

も
、
将
来
大
学
院
進
学
を
想
定
し
て

い
る
受
験
生
も
少
な
く
な
い
が
、
や

は
り
学
費
の
問
題
は
大
き
い
。

　

資
料
１
の
全
国
大
学
院
生
協
議
会

の
調
査
に
よ
る
と
、
博
士
課
程
の
学

生
１
か
月
あ
た
り
の
生
活
費（
支
出
）

は
、
一
人
暮
ら
し
の
場
合
、
15
万
円

未
満
が
72
・
７
％
を
占
め
て
い
る
。

住
居
費
の
平
均
５
万
円
を
差
し
引
く

特 別 レ ポ ー ト

実質無償化奨学金で
博士課程の学生の
倍増をはかる

　近年、進学する者が減り、今や曲がり角に来ている国内の博士課程。そ
の大きな理由としては、就職難の問題があり、さらに自立を迫られる20
代半ばでの学費の問題がある。東京理科大では、今年から博士課程の学費
に相当する返済不要の奨学金制度を導入する。東京理科大を例に、博士課
程の現況を探ってみた。

　　東京理科大博士課程の実質無償化奨学金

資料１　一人暮しの大学院生の生活支出額

2015年に実施した全国大学院生協議会調査

6万円
未満

9万円
未満

12万円
未満

15万円
未満

15万円
以上

修士 19.8% 34.0% 26.4% 12.9% 7.0%

博士 5.6% 20.9% 19.4% 26.9% 27.3%

「アパート等で一人暮し」の1か月当り支出額

●特別レポート　東京理科大博士課程の実質無償化奨学金

と
10
万
円
未
満
で
、
ま
さ
に
生
活
保

護
水
準
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
収
入
面
か
ら
見
る
と
、
支

出
額
に
満
た
な
い
層
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
博
士
課
程
の
学
生
が
奨
学
金

を
ど
れ
だ
け
も
ら
っ
て
い
る
か
を
見

る
と
、
予
想
に
反
し
て
、
68
・
３
％

が
受
給
し
て
い
な
い
。
学
内
ア
ル
バ

イ
ト
も
72
・
１
％
が
し
て
い
な
い
と

答
え
て
い
る
。
で
は
親
の
仕
送
り
に

頼
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、67
・
１
％

が
も
ら
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

収
入
よ
り
支
出
の
ほ
う
が
多
く
、

こ
れ
で
生
活
を
や
っ
て
い
け
る
の
か

と
思
う
が
、
こ
れ
は
博
士
課
程
で
学

ぶ
者
の
一
部
が
社
会
人
で
あ
る
か
ら

で
、
奨
学
金
や
バ
イ
ト
、
仕
送
り
に

頼
ら
な
く
て
も
よ
い
層
が
一
定
数
い

る
か
ら
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
の
年

齢
別
入
学
状
況
（
２
０
１
４
年
12
月

現
在
）
を
見
る
と
、
修
士
課
程
入
学

者
の
年
齢
は
22
歳
が
最
も
多
い
の
に

対
し
て
、
博
士
課
程
は
30
～
34
歳
が

一
番
多
く
、
21
・
６
％
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
は
博
士
課
程
で
は
、
37
・

７
％
を
社
会
人
が
占
め
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
一
概
に
博
士
課
程
の

学
生
が
全
員
経
済
的
に
厳
し
い
と
は

言
え
な
い
が
、
修
士
課
程
か
ら
ス
ト

レ
ー
ト
に
進
学
す
る
場
合
は
相
当
に

厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
。
特
に
学
費

負
担
は
、
大
学
の
研
究
職
な
ど
を
望

む
学
生
に
と
っ
て
は
大
き
な
壁
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

注
目
す
べ
き
東
京
理
科
大
の

博
士
課
程
の
無
償
化
奨
学
金

　

そ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
東

京
理
科
大
で
は
、
博
士
課
程
の
授
業

料
相
当
額
と
施
設
設
備
費
、
入
学
金

な
ど
を
実
質
無
料
に
す
る
奨
学
金
制

度
を
導
入
す
る
。
他
大
学
出
身
者
は

入
学
金
と
初
年
度
施
設
設
備
費
は
か

か
る
が
、
そ
れ
以
外
の
費
用
を
、
し

か
も
全
学
生
を
対
象
に
実
質
的
に
無

償
化
す
る
と
い
う
の
は
、
極
め
て
珍

し
い
（
資
料
２
参
照
）。

　

な
お
、
東
京
理
科
大
の
今
回
の
奨

学
金
は
、
修
士
課
程
（
博
士
課
程
前

期
2
年
）
修
了
後
の
、
博
士
後
期
課

程
（
後
期
3
年
）
及
び
薬
学
研
究
科

薬
学
専
攻
の
博
士
課
程
（
4
年
）
を

対
象
に
し
て
い
る
。

　

同
大
学
博
士
後
期
課
程
で
は
、
初

年
度
の
入
学
金
30
万
円
の
ほ
か
、
施

設
設
備
費
18
万
円
と
授
業
料
約
80
万

円
が
毎
年
必
要
で
、
３
年
間
で
約

３
２
０
万
円
が
必
要
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
６
年
度
か
ら
は

入
学
金
と
施
設
設
備
費
を
免
除
し
、

授
業
料
相
当
額
を
返
済
不
要
の
給
与

型
奨
学
金
と
し
て
支
給
す
る
。
た
だ

し
入
学
金
と
初
年
度
施
設
設
備
費
は
、

学
部
も
含
め
て
一
度
も
東
京
理
科
大

に
納
入
し
た
こ
と
の
な
い
者
は
、
公

平
を
期
す
た
め
に
納
入
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
の
目
的
に
つ
い

て
、
３
年
前
ま
で
文
部
科
学
省
事
務

次
官
を
つ
と
め
、
現
在
は
東
京
理
科

大
副
学
長
で
あ
る
森
口
泰
孝
氏
に
話

を
伺
っ
た
。

　
「
博
士
課
程
の
学
生
は
、
年
齢
で

い
う
と
20
代
後
半
か
ら
30
代
前
半
が

一
般
的
で
す
。
学
部
・
修
士
に
続
き
、

更
に
学
費
負
担
を
強
い
ら
れ
る
の
で

家
計
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、

進
学
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
新
制

度
は
、
向
学
心
も
あ
り
優
秀
な
学
生

の
進
学
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

第
一
の
目
的
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
も
急
速
に
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
大
学

を
卒
業
し
社
会
人
に
な
っ
て
海
外
に

行
く
機
会
が
増
加
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
博
士
の
学
位
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

別
に
そ
れ
で
差
別
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
格

下
に
見
ら
れ
る
印
象
を
多
く
の
社
会

人
が
感
じ
る
よ
う
で
、
企
業
に
就
職

し
て
か
ら
博
士
号
の
必
要
性
を
感
じ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
社
会
人
に
対
し
て
就
学
へ
の
ハ
ー

ド
ル
を
下
げ
る
の
が
第
二
の
目
的
で

す
」

　

ま
た
、
今
回
の
制
度
は
東
京
理
科

大
の
Ｏ
Ｂ
だ
け
を
対
象
に
し
た
も
の

で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
学
外
か
ら

も
優
秀
な
人
材
を
受
け
入
れ
た
い
と

い
う
思
い
が
み
て
と
れ
る
。

　
「
も
う
一
つ
は
、
海
外
の
優
秀
な

留
学
生
に
、
ぜ
ひ
入
学
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
金
の
心

配
の
な
い
国
費
留
学
生
は
別
で
す
が
、

東
南
ア
ジ
ア
の
私
費
留
学
生
に
入
学

東京理科大学
森口泰孝 副学長
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し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
国
内
で
も
、
国
立
大
も
含
め

他
大
学
の
修
士
課
程
の
学
生
が
、
都

心
に
あ
る
東
京
理
科
大
の
博
士
課
程

が
無
料
な
ら
入
学
し
た
い
と
い
う

ケ
ー
ス
も
、
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
森
口
副
学

長
）

　

ち
な
み
に
博
士
課
程
在
籍
者
に
お

け
る
東
京
理
科
大
出
身
者
の
割
合
は

73
・
６
％
（
２
０
１
５
年
５
月
１
日

現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
理
科

大
の
学
部
か
ら
他
大
学
の
修
士
課
程

に
進
学
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
お
り
、

彼
ら
が
博
士
課
程
で
戻
っ
て
き
て
も

よ
い
と
話
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
理
科
大
の
博

士
課
程
の
実
質
無
償
化
の
動
き
は
、

大
学
院
博
士
課
程
の
現
況
と
課
題
を

見
据
え
た
も
の
で
あ
る
。

５
年
間
で
博
士
課
程
の
倍
増
計
画

　

も
と
も
と
東
京
理
科
大
は
、
夜
間

教
育
を
重
視
し
、
教
員
養
成
に
も
力

を
入
れ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
だ
け
に
、

授
業
の
充
実
を
絶
え
ず
進
め
て
き

た
。 

授
業
改
善
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
シ
ラ
バ
ス
の
点
検
・
改

善
、
入
学
後
の
学
力
追
跡
調
査
、
Ｉ

Ｃ
学
生
証
に
よ
る
出
席
管
理
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
大
学
教
育
の
先
進
的
な
取

り
組
み
も
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
学
部
で
の
実
績
を
大

学
院
教
育
に
も
生
か
し
、
さ
ら
な
る

充
実
を
目
指
す
。

　
「
現
在
は
、
学
部
生
１
６
０
０
０

人
、
修
士
２
６
０
０
人
、
博
士
２
８ 

０
人
で
す
が
、
博
士
課
程
は
今
後
５

年
間
で
倍
増
を
目
指
し
ま
す
。
そ
れ

を
ほ
ぼ
無
料
に
す
る
と
い
う
の
で
す

か
ら
、
本
学
の
決
意
が
わ
か
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
博
士
課
程
の
学
生

に
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
十
分
に
あ
る
と

い
う
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

企
業
の
就
職
で
も
、
以
前
は
『
修

士
課
程
の
学
生
は
ほ
し
い
が
、
博
士

課
程
ま
で
は
ど
う
も
』
と
い
う
姿
勢

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
み
、
企
業
が
求
め
る
専
門
科

学
技
術
の
知
識
は
、
よ
り
高
度
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
博
士
課

程
修
了
者
の
就
職
の
門
も
、
こ
れ
か

ら
は
飛
躍
的
に
広
が
る
で
し
ょ
う
」

資料２　�東京理科大学博士後期課程奨学金、入学金・施設設備費の
免除制度

　2016 年度より博士後期課程及び薬学研究科薬学専攻博士課程
の学生を対象に、「博士後期課程奨学金」「入学金・施設設備費の
免除制度」を導入。

⑴博士後期課程奨学金
　博士後期課程及び薬学研究科薬学専攻博士課程の学生で、次の
採用条件を満たした者に、標準修業年限の間、授業料相当額の奨
学金を給付。

〈採用条件〉
①学業成績優秀で人物良好な者 
②研究指導教員の推薦を得られる者
　※ 2 年次以降の継続にあたっては進級時に審査あり。

⑵入学金・施設設備費の免除制度
　博士後期課程及び薬学研究科薬学専攻博士課程の学生で、次の
採用条件を満たした者は、入学金・施設設備費を全額免除。ただ
し、学校法人東京理科大学の設置する大学の学部卒業者、同大学
院修士課程及び専門職大学院専門職学位課程の修了者以外は、入
学金及び初年度の施設設備費の納入が必要。

〈採用条件〉
・博士後期課程奨学金に準ずる。 
　※ 2 年次以降の継続にあたっては進級時に審査あり。

⑶初年度納付金（2016年度）
　入学金 300,000 円、授業料 740,500 円～ 865,000 円、施
設設備費 180,000 円、学生傷害共済補償費 2,280 円、合計
1,222,780 円～ 1,347,280 円
○２年次以降の授業料・施設設備費は１年次と同額。 
○ 2016 年度博士後期課程奨学金の給付、入学金・施設設備費
の免除を希望する者は、2016 年度博士後期課程奨学金、入学金・
施設設備費免除申請書を提出する。

●特別レポート　東京理科大博士課程の実質無償化奨学金

（
森
口
副
学
長
）

　

こ
の
よ
う
に
、
博
士
課
程
の
充
実

に
つ
い
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

が
背
景
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
大
学
教
育
の
す
べ
て
を

英
語
に
特
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
い
う
。
語
学
力
の
ま
だ
身
に

つ
い
て
い
な
い
学
生
に
対
し
て
行
う

教
育
上
の
弊
害
を
懸
念
し
て
い
る
の

だ
。そ
の
た
め
、専
門
基
礎
に
つ
い
て

は
、日
本
語
で
し
っ
か
り
教
え
、大
学

院
で
適
切
な
授
業
を
英
語
で
行
う
。

　

ま
た
、
東
京
理
科
大
は
、
も
と
も

と
、
ど
の
学
部
に
お
い
て
も
修
士
課

程
へ
進
学
す
る
学
生
が
多
い
方
で
は

あ
る
が
、
今
後
の
高
度
専
門
職
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
ふ
ま
え
、
博
士

課
程
の
拡
充
を
決
め
た
と
い
う
。

　
「
本
学
は
、
企
業
と
の
共
同
研
究

も
盛
ん
で
す
か
ら
、
企
業
活
動
の
実

態
は
よ
く
つ
か
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
産
業
を
考
え
れ
ば
、

若
手
の
研
究
力
の
向
上
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
的
事
情
か
ら
博
士
課
程
の
志
望
者

が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ゆ
ゆ

し
き
問
題
で
す
。
本
学
は
、
若
手
研

究
力
向
上
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
今

回
の
新
制
度
を
導
入
し
た
の
で
す
」

　

同
大
学
の
大
学
院
Ｏ
Ｂ
で
は
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
大
村
智
博
士
が

有
名
だ
が
、
博
士
課
程
出
身
者
で
科

学
研
究
の
最
先
端
で
活
躍
し
て
い
る

Ｏ
Ｂ
も
多
い
。

　

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
科

学
研
究
所
の
佐
藤
毅
彦
さ
ん
も
そ
の

一
人
で
、
金
星
周
回
軌
道
に
入
っ
た

探
査
機
あ
か
つ
き
搭
載
Ｉ
Ｒ
２
（
赤

外
線
カ
メ
ラ
）
の
開
発
責
任
者
で
あ

る
。

　

佐
藤
さ
ん
は
物
理
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
者
で
、
同
大
へ
は
「
物
理
の

教
員
に
な
り
た
か
っ
た
」
か
ら
入
学

し
た
と
話
す
。
将
来
火
星
探
査
構
想

「
ミ
ー
ロ
ス
」
で
は
中
心
的
役
割
を

つ
と
め
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る

地
球
外
生
命
体
の
検
出
に
火
星
で
挑

戦
し
、
人
類
史
上
最
大
の
発
見
を
目

指
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
博
士
課
程
で
学
ぶ
高

度
専
門
知
識
と
研
究
遂
行
力
は
、
研

究
所
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
専
門
家

に
も
必
須
に
な
る
の
は
、
確
実
で
あ

ろ
う
。

博
士
課
程
進
学
へ
の
２
つ
の
関
門

　

実
際
に
博
士
課
程
に
進
学
し
て
、

よ
り
高
度
な
研
究
を
し
た
い
と
高
校

生
が
希
望
し
て
も
、
現
実
に
は
２
つ

の
関
門
が
あ
る
。

　

一
つ
は
学
費
だ
け
で
な
く
、
博
士

課
程
在
学
中
の
生
活
費
の
問
題
で
あ

る
。
学
部
・
修
士
ま
で
は
親
に
頼
っ

て
進
学
で
き
て
も
、
同
世
代
の
多
く

が
社
会
人
に
な
っ
て
い
る
20
代
半
ば

以
降
で
は
肩
身
が
狭
い
。
東
京
理
科

大
で
は
、
学
費
相
当
の
奨
学
金
の
ほ

か
に
も
学
生
へ
の
経
済
支
援
的
な
意

味
合
い
の
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
博
士
課
程
修
了
後

の
進
路
の
問
題
で
あ
る
、
前
述
し
た

ポ
ス
ド
ク
10
万
人
計
画
は
、
結
果
的

に
大
学
内
に
期
限
付
き
雇
用
者
を
増

加
さ
せ
、
40
歳
代
に
な
っ
て
も
任
期

付
き
研
究
員
の
ま
ま
と
い
う
事
態
が

生
ま
れ
、
現
在
で
は
社
会
問
題
化
し

て
い
る
。

　

文
系
か
理
工
系
か
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
博
士
課
程
の
学
生
に
は
総
じ

て
研
究
職
希
望
が
多
く
、
大
学
教
員

を
希
望
す
る
者
が
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
少
子
化
の
影
響
で
、
こ
れ
か

ら
大
学
教
員
の
数
が
増
え
る
展
望
は

あ
ま
り
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
は
、「
将
来
は
大
学

教
授
」
と
い
っ
た
甘
い
夢
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
も
っ
と
柔
軟
に
と
ら
え
て
、

博
士
課
程
進
学
を
考
え
る
よ
う
、
生

徒
を
指
導
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

理
工
系
に
つ
い
て
は
、
企
業
で
も

博
士
課
程
の
採
用
を
増
や
す
傾
向
が

あ
り
、
ま
た
大
手
商
社
の
三
井
物
産

は
博
士
課
程
の
限
定
採
用
を
文
系
も

含
め
て
始
め
て
い
る
。
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
、
理
系
だ
け
で
な
く
、
文

系
も
含
め
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
が
な

い
と
、
海
外
で
の
活
動
は
十
分
に
展

開
で
き
な
い
と
い
う
認
識
も
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。
将
来
的
に
は
、
企
業
社

会
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
動
き
が
広

が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

博
士
課
程
の
学
生
も
大
学
教
員
の

道
に
い
た
ず
ら
に
固
執
す
る
の
で
な

く
、
こ
の
よ
う
な
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

企
業
と
大
学
院
と
学
生
が
そ
れ
ぞ

れ
に
新
た
な
展
望
に
向
け
て
協
力
す

べ
き
時
が
来
て
い
る
。
将
来
的
に
博

士
課
程
を
希
望
す
る
高
校
生
に
と
っ

て
も
、
こ
れ
は
大
切
な
視
点
で
あ
る

と
い
え
る
。

 

（
取
材
・
執
筆
／
木
村
誠
）


